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桜咲く 昭和は遠く なりにけり 
 4月、新しい元号が発表されます。これから、どんな時代になるか期待されますが、ふと

「昭和は遠くになりにけり」という言葉が頭に浮かびました。 

昭和 40 年代、「明治は遠くなりにけり」という言葉が流行ったことがあります。当時は

明治維新 100年（１９６８年）の頃、昭和の高度成長期であり、先行きに期待と不安を感

じた時代、明治時代を懐かしんでいたためか、

至る所で使われていました。 

調べてみると、元々この言葉は、中村草田

男（なかむらくさたお、1901-1983 年）

が 1931 年に詠んだ句“降る雪や明治は遠

くなりにけり”からきています。 

 昨年、明治維新 150 年を経て、元号が変

わる今年、同じような感情が浮かびます。 

 さて、愛西市中央図書館では、昨年半年か

けて、地域の文化を保存伝承するために、愛

西市内で撮影された古い写真を集めてきま

した。その結果、愛西市民、市内の小中学校

から明治から平成時代に至る貴重な写真を

提供いただき、3月末に『歴史写真集 愛西 

第 1集‐愛西市の小学校‐』を発行し、小

学校など愛西市内の公的施設に贈呈されま

した。この写真集は一般購入もできますので、

愛西市の歴史に関心がある人は、愛西市中央

図書館（0567‐28‐7760）へお問い合

わせ下さい。 
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桜咲く 昭和は遠く なりにけり 
 愛西市内では、立田町の船頭平公園で

“愛西市商工会主催 桜まつり”が、また、

千引町の相ノ川桜並木で地元有志による

“桜祭り”が予定されています。 

相ノ川の桜祭りでは、3月３１日（日）

の１１時半より、佐織中学校吹奏楽部の

演奏もあります（写真は昨年の様子）。 

温暖化により、満開日を読むのが非常

に難しい時代となっていますが、新年度

の季節、桜の下で宴会を催す文化は、時

代が変わっても、日本固有文化として変

わらないで継続されていきます。今年も貴方だけの桜を愛でながら歴史に残る一句を詠んで

みませんか？ 

 

    2019年 愛西市商工会 桜まつり 

        月日：4月 6日（土） 

      会場：船頭平公園（立田町福原） 

        内容：スタンプラリー、ぜんざい配布、飲食コーナー、特産品販売など 

    2019年 相ノ川 桜祭り 

        月日：３月２３、２４、３０、３１日、4月６、7日 

        会場：相ノ川桜並木（千引町） 

        内容：夜間ライトアップ、飲食コーナーなど ３１日・演奏披露 

 

津島神社 開扉祭 
旧暦立春である 3 月 7 日（木）には、

津島市の津島神社で開扉祭（通称・おみ

と祭）が開催されました。 

ここ数年、開扉祭は知名度が上がって

きており、開催時間には、たくさんの参

拝客が神社境内に集まっていました。そ

して、大松明が楼門を潜り抜けて、拝殿

前に置かれると、待ち構えていた参拝者

たちが、雷除けや歯痛止めに御利益があ

るとされる燃えさしを一斉に奪い合って

いました。 
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昼食中 の 湾処のヌシ 
木曽・長良川を分ける背割堤を散策

していると、ふと、河川敷の大きな流木

の枝に鳥が一羽止まっているのを見つけ

ました。双眼鏡で見てみると、鋭い眼、

足元に大きな魚を押さえて昼食の最中の

ようで、魚はボラと思われます。 

 3 月 7 日（木）は、旧暦立春であり、

新月の大潮だったため、木曽川でも干満

の差が大きくなりました。愛西市を流れ

る木曽川には、湾処（ワンド）という不

思議な自然景観があり“愛西ワンダーワ

ンド”と呼んでいますが、干潮時間には大きく干潟が広がります。そして、ここには、猛禽

類のタカの仲間であるミサゴ（鶚、英名オスプレイ）も生息しています。 

ミサゴは普段から木曽川の上空を何羽も舞っていますが、干潮時間帯は、エサとなる魚を

見つけやすいようです。春になって背割堤にも土筆を摘んでいる人々も増えてきましたが、

自然豊かな“愛西ワンダーワンド”には、普段からウグイスも鳴いていますし、たくさんの

野鳥の姿を見ることができます。 

3月 23日(土)からは、木曽川観光船も今年度の運航を開始します。運が良ければ、食事

中、あるいは、ハンティングするミサゴを見ることができるかもしれません。 

 

勝幡のオコワ祭 
 3月１０日（日）、勝幡町の勝幡神社

で、国の無形文化財に登録されているオ

コワ祭が開催されました。 

当日は祭関係者が新調された法被を着

ていました。残念ながら、天気予報通り

御祈祷時間に雨が降り始めました。しか

し、オコワが入った樽を石にぶつけ、樽

が壊れると、雨にも負けず子供たちが元

気いっぱいに餅となったオコワや樽の端

材を奪い合っていました。 

この餅を食べると、一年間無病息災で

いられるそうです。 
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～ 愛西市周辺の観光 今後の予定 ～ 

・3月 23日(土)  木曽川観光船運航開始 

・3月 23、24、30、31日、4月 6、7日 相ノ川桜祭り(於：千引町) 

3月 31日（日）佐織中学校吹奏楽部 演奏披露 

・3月 24日(日) レンコン料理コンテスト(於：道の駅立田ふれあいの里) 

・4月 6日(土)  愛西市商工会 桜まつり(於：船頭平公園) 

・4月 20日（土）～5月 5日(祝) 尾張津島藤まつり（於：津島市天王川公園） 

4月 28日（日) 名鉄のハイキング 

（佐屋駅→道の駅→レンコン街道→天王川公園→津島駅） 

      5月 1、2日 海部地域ネットワーク協議会 ブース出展 

・5月 4日(土) 全日本うまいもの祭り 2019（於：モリコロパーク)  

・5月 19日(日)  NPO法人信長生誕を育む会 信長生誕祭（於：勝幡町) 

・5月 23日(木) あいさいボランティアガイドの会 総会（於：佐織公民館） 

愛西市観光協会 通常総会（於：佐織公民館） 

・5月 26日(日) 愛西市中央図書館主催 まち歩き講座（永和地区） 

Ｖ Ｇ ４月 定 例 会 の 予 定 

集合時間：４月 21 日（日）９時～   集合場所： 永和地区防災 C.C. 

内  容：２０１９年の事業について 

 

◇３月定例会（３月 17日（日）９時～12時、文化会館、30人出席）議事録 

１）協議事項 

  ①愛西市中央図書館主催 愛西市歴史・文化講座「まち歩き講座」について内容説明。 

 ②平成 31年度の定例会における市内研修地についてアンケートを配布。研修地名だけ 

でなく、隣接市町村との交流、勉強会など実施方法についても記入いただく。 

③あいさいワンダーワンドに関する企画について予定を説明。 

 ④平成 31年度第 1回研修旅行について候補地を選定。 

 ２）連絡事項 

①平成 31年度 会員継続、ボランティア活動 

保険加入、会費について 

  ②平成 31年度 あいさいボランティアガイド 

の会 総会の日程について 

 ３）その他 

  ①尾張津島藤まつり「まちあそび」パン 

フレットを配布 

  ②展示ブース用テーブルクロスを披露 

  ③役員会を実施。次月も実施予定 


